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今年度の目標 

・感染症対策について知識を深め，計画への反映や対策の実践，啓発などを重点的に行う 

・今後の活動に活かすため，職員の防災意識を把握する 

・子どもから大人まで楽しく学べるよう，効果的な啓発ができるよう工夫する 

      活動体制 

第８期生 メンバー構成 ⇒ ２名交代 

NO. 担当 所属 氏名 備考 

１ リーダー  監査委員事務局 宮本 晶子  

２ サブリーダー 市立病院庶務課 照下希久子  

３   〃 教育委員会生涯学習課 長野 麻衣  

４ メンバー 健康福祉部ふくし課 田中美統子 新規 

５   〃 健康福祉部ふくし課 末澤奈菜子  

６ 
  〃 総務部職員課 

（香川県広域水道企業団へ派遣） 
吉﨑 裕子 

 

７   〃 総務部職員課危機監理室 庄野 真紀 事務局 

８   〃 健康福祉部かいご課 古川 美樹  

９   〃 出納局 永井 千晶  

１０   〃 健康福祉部こども課 山田 愛莉  

１１   〃 健康福祉部かいご課 山本 真衣 新規 

 

 

１ 

２ 
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    活動内容 

令和３年度活動一覧 

活 動 日 程 主な内容 備 考 

任命式 

第 1 回会議 
R3. 4.23 

・リーダー，サブリーダー選出 

・活動方針や年次計画の決定 
 

新規メンバー研修 R3. 5.26 ・新規メンバー研修 
リーダー・サブリー

ダー・新規メンバー 

第 2 回会議 R3. 5.27 

・年度目標について 

・今年度の活動内容について 

・新規採用職員研修について 

 

新規メンバー研修 R3. 6.15 ・香川県防災センター体験  

第 3 回会議 R3. 6.28 ・新規採用職員研修について  

第 4 回会議 R3. 7.20 ・新規採用職員研修について  

職員防災研修 

（新規採用職員） 

R3. 7.30 

・新規採用職員研修 

「市役所職員の備え」 

参加者 17 名 

メンバー研修 

（坂出市国際交流協会主催） 

R3. 8.31 

・外国人住民に伝わる「やさしい日本語」の研修 

講師：福田 煕子氏（坂出市国際交流協会日本

語ボランティア） 

参加者  

メンバー8 名 

第 5 回会議 R3. 8.31 

・新規採用職員研修について（反省） 

・避難所担当職員研修について 

 

第 6 回会議 R3. 9.21 

・避難所担当職員研修について 

・避難所運営ゲーム HUG 

 

３ 
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第 7回会議 R3.10.15 

・避難所担当職員研修について 

・防災フェスタについて 

 

職員防災研修 

（避難所担当職員） 

R3.11. 2 

・避難所担当職員研修 

坂出市避難所運営マニュアルについて 

避難所運営ゲームＨＵＧ 

参加者 24 名 

第 8 回会議 R3.11.26 

・避難所担当職員研修について（反省） 

・防災フェスタについて 

 

防災講演 

（キックオフシンポジウム） 

R3.12.19 

中讃地域 

防災・減災・縮災ネットワーク・プロジェクト 

キックオフシンポジウム 

於：丸亀市市民交流活動センター 

担当：庄野 

第 9 回会議 R3.12.23 ・防災フェスタについて  

第 10 回会議 R4. 1.17 ・防災フェスタについて  

第 11 回会議 R4. 1.27 ・おとめ隊の日について  

第 12 回会議 R4. 2.16 

・令和 3 年度活動反省 

・防災アクトについて 

・次年度の課題検討 

 

防災アクト R4. 3.5～6 ・おうちで防災キャンプ  

市長報告 R4. 3.17     ・令和 3 年度活動報告  

※1月 30日（日）に予定されていた防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状」はコロナ感染拡大予防のた

め，中止となりました。 
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「市役所職員の備え」 新規採用職員研修（R3.7.30） 

28 年度から継続し，新規採用職員を対象に，職員としての災害時における対応や，職場における

備えについて伝えることで，災害時の対応力の底上げを図ることを目的とし研修を実施しました。昨年

度より取り入れたグループワークにおいては，活発な意見交換があり，自分に必要なものを考え，実際

に備えることまでつなげることができました。 

○対象 

令和 3年度新規採用職員（市立病院（庶務・医事課除く）・消防除く） 

○内容 

・南海トラフ地震について（坂出市の被害想定） 

 ・坂出市における過去の台風および集中豪雨の対応 

 ・実際の備えの紹介 

 ・職員用防災カード（参集基準の確認） 

 ・グループワーク（自分に必要な備えについて） 

研修後のアンケートの一例  

・実際に災害がおきたとき，自分がどのように動くか全くイメージできておらず，上司からもそういった話

もないので，誰も教えてくれないのかと思っていました。ありがとうございました 

・今日から備えようと思います 

・グループワークの時間もあり，ほかの方のユニークな案も知れてとてもいい学びの時間になりました 

・仕事が落ち着いたら，おとめ隊に参加したいとおもいます 

避難所担当職員研修（R3.11.2） 

避難所運営マニュアルに基づき，大規模災害時の避難所について，避難所担当職員に周知するこ

とを目的として実施しました。今年度も昨年度同様，避難所運営ゲームＨＵＧの実践と組み合わせたこ

とで，より状況を想像しやすく，理解を深められました。また，感染症対策の事例や説明も追加しまし

た。 

○対象 

避難所担当課職員 

○内容 

避難所運営における初動対応等の説明 

避難所運営ゲームＨＵＧ 

活動班ごとの説明 

振り返り（HUG の反省） 

研修後のアンケートの一例  

・実際に起きたときはもっとパニックになるだろうと思うので，しっかりとマニュアルを読んでおこうと思い

ます。 

・HUG を通じて，避難所運営において，具体的にどのようなことに注意・留意しなければならないのか

が分かった。 
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第８回 ＳＡＫＡＩＤＥ 防災フェスタ 「おとめ隊からの挑戦状」（中止） 

 ８回目となる防災フェスタを今年度は１月３１日「おとめ

隊の日」の前日となる３０日（日）に勤労福祉センターにて

開催する予定で準備しておりましたが，まん延防止等重

点措置の実施により中止といたしました。昨年度から始め

たこのイベントですが，より多くの人に参加していただける

ように内容を再検討し，来年度また実施したいと考えてお

ります。 

 

 

 

 

 

職場の備え選手権 

おとめ隊では，市職員は業務中に被災するとそのまま災害対応にあたらないといけないため，職

場の備えが必要であることをこれまで繰り返し啓発してきました。そこで，皆さんがどのような備えを

しているのか見せていただき，今後よりいっそうの啓発につなげていきたいと考え， 「職場の備え

選手権」を今年度初めて企画しました。全部で１９名からの応募があり，どれも個性あふれる備えが

なされていました。その中から，おとめ隊が独断と偏見により，大賞（備えマスターに任命），新人

賞，バランスがいいで賞，水は大事で賞，意識高い課で賞を選出し，発表と啓発を兼ね，インフォ

メーションに掲載しました。これにより一部の職員からは，他の職員の備えを見ることによって，自分

も備えを始めた，見直したという声もいただきました。 

 また，この選手権をきっかけにしたり，おとめ隊にて啓発してきた内容を踏まえて備えてくれている

職員がいることがわかり，これまでの活動の成果が少しでもあったことを確認できたことはうれしい発

見でした。 

 この選手権は，啓発や，年に１回の備えの実施や見直しの機会になると思うので，来年度も続け

ていきたいと考えております。 
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「職場の備え選手権」 

結果発表資料 
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防災アクト（おうちで防災キャンプ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ランタン（あかり）を上部に固定すると室内が普段と

同じような照らされかたになり過ごしやすいことを発

見しました。明るさ自体は豆電球程度で手元が暗

く，調理などの作業に不安を感じたため，作業用や

移動用にヘッドライトを備えたいと 

思います。また，暗い中での無理な 

作業を極力回避するために，日中の 

過ごし方も工夫する必要があることを 

身をもって感じる体験となりました。 

ポリ袋・カセットコンロ・鍋でケチャップライスとオムレ

ツを同時調理する防災レシピに挑戦。見た目も味も

高い完成度に驚きました。温かい食事は災害を乗

り切るための心の支えになると思います。貴重な水

と火を無駄にしないよう普段から作る練習をするの

も備えの一つだと感じました。 

ランタンの明かりでは，防災食の作り方が読み辛

く，老眼鏡をかけて悪戦苦闘しました。高齢者には

大変と感じました。また，最近の家にはやかんは無

く，電気ケトルが主流ですが，カセットコンロで鍋で

お湯を沸かして，袋に入れるには，お玉等ですくっ

て入れるようになりますが， 

暗闇では難しい。出来れば 

やかんの準備もあれば良い 

と思いました。 

こどもと一緒に取り組みました。水を注ぐだけの防

災食やカンパンを食べてみましたが，暗い中で食

事の様子を見守ったり，後片付けは思ったより難し

かったです。その後，暗さが不安にならないようトラ

ンプ等をしました。楽しんでは貰えましたが，トイレ

に行く時に他の人が困ったりしたので， 

人数分のライトを 

準備したいです。 

こどもと一緒に取り組みました。石油ストーブで湯せ

ん調理をしましたが室内気温が思った以上に上昇

し，季節によっては室内調理の熱源として使いにく

いことに気が付きました。食材の水分を無駄にしな

いようみかんの缶詰とゼラチンでゼリーを作りまし

た。今後も食べ慣れ 

たものを多めに 

貯蔵しておこうと 

思います。 

コロナの関係で，集まって活動することが

難しかったため，それぞれが家でキャンプ

を行いました。 

夜に地震が起こり，電気や水道，ガスなど

のライフラインが使えないという想定で，

それぞれが準備した防災グッズなどを利用

して一晩を過ごしました。実際に使ってみ

ることで，それぞれ様々な発見がありまし

たので，ご紹介します。 
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入浴せずにドライシャンプーと体拭きシートを使用

してみました。ドライシャンプーは，使用直後に髪が

スッキリし，匂いやべたつきが気になる際に良いと

思いました。また，今回は生理中だったため，入浴

できないことで衛生面が気になり，災害時には，膀

胱炎等感染症につながるのではと思いました。 

使い捨ての携帯ビデを持っておく 

ことで，災害時の安心につながる 

と思ったので，備蓄に加えたいです。 

段ボールトイレを使用してみました。もともと家に

あった不揃いの段ボールを組み合わせて作成した

ので座っても壊れないよう補強しつつ，使いやすい

よう高さにこだわりました。使用してみて特に不便は

感じませんでしたが，暗い中での作成するのは，刃

物を使用するため危ないので，事前に準備してお

いたほうがいいと 

思いました。 

 

車中泊に挑戦しました。シートを倒し，段ボールとヨ

ガマットを敷いた上に，普段から車内に積んでいる

バスタオルとひざかけをかけました。この日の車内

は 22度と快適な温度でしたが，春一番の強風で揺

れがひどく，余震の中の避難は 

かなりのストレスになると感じま 

した。目隠しも十分ではなかった 

ため一晩は過ごせませんでした。 

改善する予定です。 

災害時，家族や周囲の人の中にけがをした人がい

るかもしれません。しかし普段のように病院に行くこ

とは難しい状況になると思いますので，三角布を

使った救急法を勉強しました。足首の捻挫や腕の

骨折，止血等，いざという時に対応できるよう普段

から実践して 

おくことが大切 

だと感じました。 

 

簡易ベッドと寝袋を利用して寝てみました。寒さと

首の痛さであまり寝心地はよくなかったので，枕に

なるものも用意しておこうと思います。寒くて上から

毛布を掛けてもすぐに落ちてしまいました。毛布は

下に敷くとよいそうなので，次回から試してみたいと

思います。もっと快適だと思っていたので，試して

みてよかったです。ます。 

車中泊避難を体験しました。最初は快適に過ごし

ていましたが，時間が経つにつれ，窮屈さを感じた

り，寒くなってきたりと苦痛が増したため，車外に出

てラジオ体操をした後，背中や足の裏にカイロを貼

りました。途中，周囲が気になり， 

ブランケット等で目隠しをした際 

に使用した洗濯ばさみや紐は 

事前に準備できていなかった 

ので，備えグッズに追加しました。 
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アンケート実施 

テーマ 「災害発生時の子連れ出勤について」 … 回答数１３２件 

災害発生時，自分が子育て中であった場合にはたして参集できるのかという不安があり，解決策の

一つとして，子連れでも出勤できればどうかという意見から，他の職員がどう感じているかを知るためア

ンケートを行いました。アンケートでは賛否両論がある中，子連れ出勤を強く望む声も一定数あり，やは

り私たちと同じように不安をかかえている人がいるということが分かりました。今回の回答内容を精査し，

今後の活動に生かしていきたいと考えています。 

 アンケート結果 ※抜粋  
問１◆災害時に援護しなければならない     問２◆災害時の子連れ出勤が認められた場合， 

子どもはいますか               活用したいですか 

 

    預けられる人はいますか（複数回答可） 

 

 

 

子連れ出勤を「どちらかと言えば活用したくない」「活用したくない」と答えた理由は何ですか

(複数回答 〇…選択 ●…個別回答) 

〇従来の方法（避難所運営補助）でよい…4 人 〇必要性を感じない…3 人 
●子どもが気になって，業務の妨げになる ●子ども優先にした場合バッシングがあるのは確実 
●災害時の職場が子どもの休まる場所になると思えない。子どもの居場所がない 
●責任をもって子どもの安全を守ってくれる人が居ない場に連れていきたくない 
 

 
問３◆地震災害における参集時，子どもの預け先がない場合は子どもと共に最寄りの指定避難所 

へ行き，運営補助をすることとなっています。この決まりを知っていましたか 

 

問４◆子連れ出勤に対して思うことやその他災害時に対する不安を教えてください(自由記載) 
 
 ・災害時に家族か近くにいることで，本人も子供も安心できると思います。核家族化が進み， 

これから必要になる人が増えて行くと考えられますので，選択肢を増やすことにもなり， 
実施が必要と思います 

 ・参集率を確保するなら子連れ出勤は必要。子連れ勤務から議論を始め，高齢の親やペット 
など手助けが無いと避難できないものをどうするのかにまで広がっていけばいいと思う。 
事前に考え，意見を出し合うことで見通しができると思う 

・子連れ出勤などについて大きな災害を体験した自治体の事例が知りたい 
 ・子連れで邪魔にならないか仕事との兼ね合いに不安がある（子どもの緊急時は特に） 

配偶者 

友人 

親戚 

親 

いない 
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おとめ隊グッズの作成 

講演などで配れるおとめ隊のグッズを作りたいということで，おとめ隊で防災グッズにぜひ入れてほし

いと啓発していることから，国勢調査の防犯ブザー（１４５個）を利用して，おとめ隊オリジナル防災ブ

ザーを作成しました。今後，講演の機会があったら，啓発のため利用していきたいと思います。 

 

各種団体における講演  

今年度はコロナの影響もあり，各種団体への講

演はありませんでした。中讃地域防災・減災・縮災

ネットワーク・プロジェクトのキックオフシンポジウム

において，おとめ隊への講演依頼があり，事務局の

庄野が，取組発表とパネルディスカッションのパネリ

ストとして参加いたしました。他市においてもおとめ

隊が作成した避難所運営マニュアルを参考にして

いる話などあり，取組の励みになりました。 

また，坂出市国際交流協会主催により，おとめ隊メンバーを対象に，外国人住民に伝わる「やさしい

日本語」の研修会を開催していただきました。ゲームやロールプレイを交え，やさしい日本語の大切

さ，難しさを学びました。学んだ内容は，早速，避難所担当職員研修にも活かすことができました。 
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広報活動 

○市広報掲載  

５月号～３月号「防災はじめの一歩」をおとめ隊にて担当しました。家庭において，防災を日常生活

に取り入れてもらえるような内容を情報発信しました。 

 



○ＨＰ・Facebook での広報             ○ラジオ出演

おとめ隊の活動報告を発信しました。       FM-SUN Weekday みっくすプラス 防災ひとくちメモ 

『１３１おとめ隊と楽しく学ぶ SAKAIDE防災フェスタ』

 

 

 

 

 

 

 

成果・課題等 
 

今年度は，従来の活動に加え，新たに「職場の備え選手権」「おうちで防災キャンプ」「アンケート」を

実施しました。新しいことを企画することは，勇気がいり，不安も多いですが，結果が見えた際，やりが

いにつながったので，思い切ってやってみることの大切さを実感しました。 

また，毎年行っている新規採用職員研修，避難所担当職員研修についても，よりよい内容になるよう

ブラッシュアップできており，参加者からの満足度も高いので，効果的な研修ができているのではない

かと思います。職員の防災能力の向上につながるため，今後も継続していきたいと考えております。 

課題としては，今年度中止となった防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状」は，内容はよいものができ

ている自信はあるのですが，想定するほど参加者が集まらないので，今後，試行錯誤していきたいと思

います。 

また，昨年度に引き続き，コロナウイルスの関係で，市民向けの講演が今年度はまったく実施できま

せんでした。伝える側になることによって，私たち自身が学ぶことも多いので，コロナ禍においても，「伝

える」という経験ができるよう来年度は工夫していければと思います。  

 

    来年度の目標 
 

  今後も，「日常生活に防災を取り入れる」ことを念頭に，職員や市民に対して啓発活動を継続して

行っていきます。また，継続して実施していることに加え，自分たちで必要なこと，やりたいことを考え，

実施まで行うことにより，より充実した活動にしていきたいと思います。 

・避難所運営マニュアルの普及啓発 

・職員，市民への啓発活動（さかいで１３１カード，１３１ＣＨＥＣＫ ＬＩＳＴの普及） 

・防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状」の実施 

４ 

５ 


